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研究成果の概要（和文）：レビー小体型認知症の注意機能に着目した運転能力評価方法を作成した。レビー小体型認知
症患者の視覚機能は標準偏差比（Attention課題有無に対する有時の位置決め標準偏差）とMMSEの関係において、統計
的に有意な相関が認められた（P=0.027）。アルツハイマー型認知症や血管性認知症では本評価手法における視覚機能
検査では有意な異常は認められなかった。以上から、本デバイスにより、DLBの注意機能を鋭敏に捉え、アルツハイマ
ー型認知症や血管性認知症との鑑別が可能であると考えられ、さらに運転能力評価の指標として活用が出来うると考え
られた。

研究成果の概要（英文）：We have evaluated the ability of driving with Dementia with lewy body 
disease(DLB).In addition,we have developed the assessment battery of driving abilities for DLB patient. 
Our research show the statistically significant correlation between the visual function of patients with 
DLB and the standard deviation ratio (positioning standard deviation of Uji for the Attention problem 
presence) and relations of MMSE (P = 0.027).The significant abnormality was not found in the examination 
of visual function in this evaluation technique for Alzheimer's dementia and the vascular dementia.Thus, 
by this device, we caught an attention function of DLB subtly, and differentiation with Alzheimer disease 
and the vascular dementia was thought to be possible, and it was thought to be able to be possible for 
utilization for an index of the ability for driving evaluation more.

研究分野：老年精神医学
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１．研究開始当初の背景 
少子高齢化を迎え、全国的に高齢者の運転が
社会問題化している。しかしながら高齢者や
認知機能低下を来たしたドライバーの事故
予測や運転能力評価を行う方法はまだ確立
されてない。そこで我々はレビー小体型認知
症の視覚認知障害、注意機能に着目したデバ
イスを共同開発し、認知機能低下を来たした
障害者を対象に運転能力の評価が必要であ
ると考えた。 
 
２．研究の目的 
レビー小体型認知症は第二の認知症と呼ば
れ、アルツハイマー型認知症に次いで認知症
の原因となる疾患である。そこでレビー小体
型認知症の視覚認知障害、注意機能に着目し
たデバイスを共同開発し、認知機能低下を来
たした障害者を対象に運転能力の評価方法
の確立することを研究目的とした。 
 
３．研究の方法 
研究１（視覚認知機能を基盤とした運転能力
評価方法の確立） 
対象は 2011 年 3 月 1 日～2014 年 12 月 31
日までに高知大学精神科物忘れ外来を初診
し、認知症疾患データベースに登録され、視
覚認知機能検査を施行した 97 名である。平
均年齢 71.7±13.5才、平均MMSE21.6±5.4
点で、CDR 別では CDR0:14 名、CDR0.5：
53名、CDR１：11名、CDR2：19名である。
背景疾患は DAT：11名、FTLD：3名、VaD：
12名、DLB：13名、MCI：27名、高次脳機
能障害：7名、その他の精神疾患 24名である。
上記患者群から DLB群、DAT群 VaD群を
抽出し、視覚認知機能を比較検討した。研究
参加同意はすべて書面で行った。基本的評価
として初診時年齢、罹病期間、MMSE、CDR、
IADL,NPI、ZBI、運転行動・習慣評価を行
った。本研究は高知大学医学部倫理員会の承
認を取得し研究を実施した。 
研究 2（レビー小体型認知症患者の運転行動
評価） 
方法と対象：対象は 2004～2013年の期間に
高知大学精神科専門外来を受診し、レビー小
体型認知症と診断され認知症疾患データベ
ースに登録され、初診時において運転免許を
保有していた 21名である。対象者 21名の平
均年齢 74.1 歳（男 14、女 7）で、平均
MMSE20.2±5.3 であった。CDR 別では
CDR0.5 ：6、CDR１：12、CDR2：3 人で
あった。分析方法では、トレイルメイキング
テスト成績、認知症発症後の運転行動の変化、
運転シミュレーター検査、道路標識テスト、
事故の有無、運転中断の勧告の有無とその後
の対応について評価した。 
 
４．研究成果 
結果１（視覚認知機能を基盤とした運転能力
評価方法の確立）：視覚機能検査結果では標
準偏差比（Attention 課題有無に対する有時

の位置決め標準偏差）とMMSEの関係では、
DLB群（8名）で統計的に有意な相関が認め
られた（P=0.027）。アルツハイマー型認知症
や血管性認知症では本デバイスにおける視
覚機能検査では有意な異常は認められなか
った。以上から、本デバイスにより、DLBの
注意機能を鋭敏に捉え、アルツハイマー型認
知症や血管性認知症との鑑別が可能である
と考えられた（図１）。併せて運転能力評価
の指標として活用が出来うると考えられた。 
 

 
図１：レビー小体型認知症、アルツハイマー
型認知症、血管性認知症のおける MMSE と視
覚注意機能の関連性 
 
 
結果２（レビー小体型認知症患者の運転行動
評価）： 
ＤＬＢ患者の 21 名中 5 名（23.8％）が何ら
かの事故を起こしていた。事故自体は軽微な
ものが多く、人身事故などはなかった。トレ
イルメイキングテストでは A,B ともに成績
が悪く、運転シミュレーター検査でもハンド
ル操作や注意配分の成績が悪かった。患者自
ら運転能力の低下や危険性を自覚している
場合もあり、運転中断の勧告には 19/21
（90.5％）が認知症の告知後速やかに従って、
運転中断という生活習慣の修正ができてい
た。レビー小体型認知症では、疾患による視
知覚障害や注意機能の低下により、標識やセ
ンターラインが歪んで見えるなどの自覚が
あることが判明した。 
同時に運転中断に同意しながらも外来診療
時に「中断に対する喪失感や抑うつ感情」を
自ら語る患者がわずかではあるが存在して
いた。以上から、レビー小体型認知症では、
運転能力の低下があり、それは主として注意
機能や視覚認知に関連するものであること
が明らかとなった。また運転中断勧告に対す
る喪失感や抑うつ感情への、精神療法的アプ
ローチも重要であると思われた。 
 
 



 

 
表１：ＤＬＢ患者の運転行動 
 
 

 
表 2：ＤＬＢ患者の運転に関する訴え 
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